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議事録 

 

会議の名称 
（番号） 

１－０６ 
令和６年度第３回墨田区廃棄物減量等推進審議会 

開 催 日 時  令和７年２月１０日（月）１４時００分から１５時００分まで 

開 催 場 所 第１委員会室（区役所１７階） 

出 席 者 数 

 [委員]  萩原なつ子 見山謙一郎 井上佳洋 廣田健史 伊藤林  

丁官一郎  齋藤敬三 長津かよ子 小木曽清三 牟田口雄彦  

山田清子 橋本玲子 藤崎こうき おまた雄一 岩下弘之     計１５名 

［事務局］環境政策課長 環境政策課主査２名 環境政策課係員２名 

［区職員］環境保全課長 清掃事務所長 清掃工場長 環境保全課主査３名  

環境保全課係員 清掃事務所係長３名 清掃事務所係員  

会議の公開 

（ 傍 聴 ） 

公開(傍聴できる) 部分公開(部分傍聴できる） 

非公開(傍聴できない) 

傍聴者数 ０人 

議 題 
１ 令和７年度の主な環境施策について 

２（仮称）資源環境審議会の設置について 

配 付 資 料 

資料１ 令和７年度の主な環境施策について            

資料１_添付資料_予算案発表資料（ゼロカーボンに向けた取組）  

資料１_添付資料_予算案発表資料(粗大ごみ手数料キャッシュレス) 

資料２ （仮称）資源環境審議会の設置について         

資料２_添付資料_すみだ環境共創区民会議の公募について     

会 議 概 要 

１ 開会 

  令和６年度第３回墨田区廃棄物減量等推進審議会の開催に際し、岩下資源環境部

長から挨拶があった。 

２ 議事 

  議題１及び２について、事務局から報告を行った。 

【議題１及び２の報告に対しての質疑応答、意見】 

（委 員）宅配ボックスを町会で設置したいが、助成時期はいつ頃か。 

（事 務 局）宅配ボックスの助成は住宅を対象にしている。また、助成制度の詳細は

４月以降、ホームページ等で掲載予定である。 

（委 員）雨水全国大会も開催され、活動が活発化している。自信を持って進めて

ほしい。雨水タンクの助成制度も同様に推進してほしい。 

（事 務 局）雨水全国大会後、区を挙げて雨水活用を推進している。助成制度拡充や

墨田区独自のタンクの開発を民間・大学と連携して進めたい。 
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（委 員）令和版の「天水尊」とはどのようなものか。 

（事 務 局）墨田区の地形や住宅環境に適した独自の雨水タンクを開発し、シンボル

となるようなタンクにしたい。 

（委 員）国技館や区役所にもタンクがある。 

（事 務 局）そのとおりである。他にもスカイツリーにタンクがある。しっかりＰＲ

していきたい。 

（委 員）ＤＸの予算や考え方について。ＡＩは頭脳の革命と呼ばれるため、導入 

に遅れないようにしてほしい。 

（事 務 局）粗大ごみのキャッシュレス化をＤＸの一環として導入。今後も区のＤＸ

推進方針に沿って検討していく。 

（委 員）粗大ごみのキャッシュレス化の予算 1600万円の内訳は。 

（事 務 局）システム構築費に 1,300万円、年間ランニングコストとして代行決済料

に約 300万円を見込んでいる。 

（委 員）家庭用蓄電システムの助成対象が戸建て住宅のみだが、条件見直しの検

討はあるか。 

（事 務 局）マンションの場合、管理組合の許可が必要であると思われ、申請がない。

条件の見直しは、時代に合わせて検討したい。 

（委 員）粗大ごみのキャッシュレス化は従来の方法と併用か。 

（事 務 局）電話受付と粗大ごみ処理券を使用する従来の方法と併用する。 

（委 員）粗大ごみ処理券の購入については、インターネットが利用できない人も

いるため、従来方式との併用は安心できる。 

（委 員）家庭用蓄電システムなどについて法人は対象になるのか。また、補助率

について教えていただきたい。 

（事 務 局）助成対象によりさまざまであり、個人だけでなくマンション管理組合も

申請可能なものもある。LED 照明機器については、経営支援課でも事業

所向け助成があり、設備により補助率・上限額が異なる。 

（委 員）金属系粗大ごみの再資源化の対象金属は。 

（事 務 局）小型家電に含まれる金属等。来年度から業者に委託し、鉄以外の金、銀、

銅なども抽出し有効活用する。 

（委 員）家庭用蓄電システムについて、設置する場所はどこになるのか。 

（事 務 局）蓄電容量により大きさが異なる。隣家との間や駐車場、室内など様々。 

A3サイズ強程度のスペースがあれば設置可能なものもある。 

（委 員）粗大ごみのキャッシュレス化で出しやすくなる。 

リユース事業の利用状況は。 

（事 務 局）「おいくら」という事業者と提携し、買取りを実施。毎月 200〜300世帯

の申込みがある。 

（委 員）水神橋付近の粗大ごみ施設の進捗は。 

（事 務 局）堤通２丁目、墨田区総合運動場裏に令和５年１２月に開設済み。 

（委 員）金属系粗大ごみに含まれる電池について問題となっているが。 

（事 務 局）充電式バッテリーが問題。専用回収ボックスを区内に設置。火災防止の
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ため、電池の取り扱いについて啓発を強化する。 

（委 員）粗大ごみのキャッシュレス化について、紙を貼るというのはまだアナロ 

グであると感じる。進んでいるところだと廃棄は写真を撮って申請すれ

ばＯＫというところもある。また、一般ごみの有料化は時期尚早である

と考える。新審議会でしっかり審議してほしい。 

（委 員）地球温暖化防止設備導入助成制度について、金額と件数だけ記載されて 

いるが、ＣＯ２削減効果がどれだけあったのかは議論されると良い。 

また、所有よりリースという手法を使うと同じ金額でより多くのものを 

導入できるのではないか。リースが環境との親和性が高いのではないか。 

所有から利用へという点を考えにいれておくと良いと考える、 

      また、粗大ごみについて、若い人たちは捨てるという発想はなく、どこ 

かに換金できないか、使えないかということをまず考える。加えて、新

しい審議会では若い人を委員に入れていってほしい。女性の委員も一定

数確保してほしい。 

（委 員）区長も若者の意見をどんどん取り入れていこうという方針。 

環境は若者の将来に関わる重要な課題と認識している。 

（委 員）東京二十三区清掃一部事務組合負担金について、各区の負担は大きいと

考える。今後、区民税の増額も予想される。東京都の予算が 9兆円を超

え、財政的に豊かであると考えられる。東京都から区に対して助成金を

出していただくよう働きかけができないか。この点も真剣に議論してい

ただきたい。 

（委 員）住民税は所得税と連動しているため、区が単独で増額することはできな 

い。そうなると、一般ごみの有料化という話が出てくるが、別の方法を 

考えるべきだと考える。 

（委 員）令和７年度は区の分担金が今年度に比べて、約 1億 4000万円増額になる 

見込みである。分担金の金額抑制について、区長会を通じて一部事務組 

合に要請しているところだ。東京都からの支援については、23区だけで 

なく市部の問題も絡むため、東京都からの交付金獲得は困難と考える。 

（委 員）予算の考え方として、減価償却の予算を積んでいない、今後考えるべき 

ではないか。 

 

３ その他 

事務局から、新しい審議会の開催時期や委員公募等について説明があった。 

 

４ 閉会   

                                

所 管 課 

 

 

資源環境部環境政策課環境政策担当 （５６０８－６２０９） 

 


